
令和４年度シマフクロウ保護増殖検討会 
 

令 和５年 ３月２ 日（木 ）14:00-17:00 

於 釧路ロイヤルイン 11 階会議室 
 

 

議事次第 

 

１．開会 

 

２．挨拶 

 

３．議事 

（１）  令和４年度シマフクロウ保護増殖事業の実施結果及び 

 令和５年度実施計画について 

（２） 関係者からの報告 

（３） シマフクロウの生息数の公表について 

（４） 標識リングについて 

（５） その他 

 

４．閉会 

 

  



令和４年度シマフクロウ保護増殖検討会配布資料一覧 

 

 議事次第、配付資料一覧 

 出席者名簿 

 シマフクロウ保護増殖検討会の公開についての留意事項 

 

冒頭注意事項 

シマフクロウ保護増殖検討会の公開にあたっての留意事項 

【資料のルール】 

生息地情報等保護の観点から、資料には以下の２種類があります。 

 

 検討会関係者限り・非公開：検討会関係者のみに配布。一般に公表することを前提
としていない情報とし、非公開。 

 

 何 も 表 示 の な い も の：公開して差し支えない資料 

 

種類の別について、資料一覧と各資料の右肩に記載していますのでご留意ください。 

 

 

（１）令和４年度シマフクロウ保護増殖事業の実施結果及び 

 令和５年度の実施計画について 

資料１－１ 令和４年度シマフクロウ保護増殖事業実施結果（環境省） 

資料１－２ 令和４年度の根釧地域における生息環境整備事業について（環境省） 

資料１－３ 令和５年度保護増殖事業実施計画（案）（環境省） 

 参考資料１ シマフクロウ生息地拡大に向けた環境整備計画に係る全体目標の概要 

 参考資料２ 令和４年度シマフクロウ給餌場一覧（検討会関係者限り・非公開） 

 参考資料３ 令和４年度シマフクロウ給餌状況（検討会関係者限り・非公開） 

 参考資料４ 令和４年度シマフクロウ標識調査等結果（検討会関係者限り・非公開） 

 参考資料５ 令和４年度シマフクロウ傷病収容状況 

 参考資料６ 令和４年度シマフクロウに関する普及啓発等について 

 参考資料７ 令和４年度シマフクロウ普及啓発サブワーキンググループについて 

 参考資料８ 令和４年度シマフクロウ域内保全・域外保全意見交換会について 

  

資料１－４ 令和４年度シマフクロウ保護増殖事業実施報告及び令和５年度事業計画 

 （北海道森林管理局） 

資料１－５ 令和４年度動物園の飼育下個体群における経過報告及び令和５年度実施
計画（案）他 （釧路市動物園） 

資料１－６ 日本野鳥の会のシマフクロウ保護活動(2022～2023)（日本野鳥の会） 

 

 

 



（２）関係者からの報告 

資料２－１ 令和４年度シマフクロウ保護に関わる事業実施状況および令和５年度の 

実施計画（北海道開発局）（検討会関係者限り・非公開） 

資料２－２ 令和４年度シマフクロウ保護増殖事業実施報告（根室市） 

資料２－３ 令和４年度（公財）日本鳥類保護連盟の活動について 

（日本鳥類保護連盟） 

資料２－４ 令和４年度報告（特定非営利活動法人シマフクロウ基金） 

資料２－５ 2022 年度シマフクロウ・エイドの保護事業に関わる実施報告 

（NPO 法人シマフクロウ・エイド） 

 

 

（３）シマフクロウの生息数の公表について 
資料３    シマフクロウの生息数の公表について 

 

 

（４）標識リングについて 
資料４    新環境省リング(案)及びバンダー資格について 

 

 



 

 

令和４年度シマフクロウ保護増殖検討会出席者名簿 

＜検討委員＞（敬称略、五十音順） 

齊藤 慶輔 株式会社 猛禽類医学研究所 代表取締役 

竹中 健     シマフクロウ環境研究会 代表 

中川 元     公益財団法人 知床自然大学院大学設立財団 業務執行理事 

早矢仕 有子 北海学園大学工学部生命工学科 教授 

藤巻 裕蔵 帯広畜産大学 名誉教授（WEB） 

山本 純郎 NPO法人 北海道シマフクロウの会 顧問 

渡邉 綱男 一般財団法人 自然環境研究センター 上級研究員 

＜関係機関＞（順不同） 

北海道森林管理局計画保全部計画課 

上川南部森林管理署 

網走西部森林管理署 

網走中部森林管理署 

網走南部森林管理署 

根釧東部森林管理署 

根釧西部森林管理署 

十勝東部森林管理署 

日高北部森林管理署 

知床森林生態系保全センター 

北海道開発局開発監理部開発連携推進課 

北海道環境生活部自然環境局自然環境課 

根室市水産経済部農林課 

公益財団法人日本野鳥の会自然保護室苫小牧グループ 

公益財団法人日本鳥類保護連盟釧路支部 

NPO法人シマフクロウ・エイド 

株式会社猛禽類医学研究所 

＜事務局＞ 

環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 

北海道地方環境事務所 

釧路自然環境事務所 

阿寒摩周国立公園管理事務所 

ウトロ自然保護官事務所 

羅臼自然保護官事務所 

釧路湿原自然保護官事務所  

＜オブザーバーおよび関係者等＞（順不同） 

円山動物園 

旭山動物園 

根室市歴史と自然の資料館 

ニムオロ自然研究会 

シマフクロウ環境研究会 

NPO法人エトピリカ基金 

NPO法人シマフクロウ基金 



シマフクロウ保護増殖検討会の公開についての留意事項 

 
 
 検討会は、積極的に保護増殖事業の取組を紹介し、広く一般の理解と協力を

得ることを目的に、公開の形で、全体の方針や取組について報告し、意見交

換を行う場とする。 
 公開自体が生息に影響するような議題については、ワーキンググループや各

事業に関する打合せ等の非公開の場で扱うこととし、検討会では扱わないこ

ととする。 
 公開する資料については、生息地が特定されるおそれのある情報は非公開と

し、基本的に、振興局単位及び全体目標の地域別（知床、根釧、大雪山系、

日高山系）で表現する。 
 場合によっては市町村単位、流域単位での表現も可とするが、その場合、市

町村に関しては、これまで市町村単位で取組を行っているところや多数生息

が明らかな市町村（例：根室市等）、流域に関しては、複数の市町村をまた

ぐ流域単位（例：標津川流域等）とし、検討会委員で合意されたものとする。 
 上記理由から検討会関係者に配布する資料と公開用資料を必要に応じて分

けることし、検討会関係者のみに配布できる資料は「検討会関係者限り・非

公開」と記載する。 
 具体的生息地に係る話題を発言する場合は、振興局名＋地点アルファベット

を使用する。 
 その他、疑義が生じる事項については、検討会委員及び関係者に必要に応じ

て相談の上決定する。 
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令和４年度シマフクロウ保護増殖事業実施結果 

環境省北海道地方環境事務所 

釧路自然環境事務所 

 

１ 生息状況調査結果（参考資料１） 

・令和４年 4 月 4 日～6 月 21 日の間で生息状況調査を実施し、76 つがい（こ

れまでに標識した実績のある生息地に限る）の生息が見込まれた（昨年度と

同数）。 

・「シマフクロウ生息地拡大に向けた環境整備計画に係る全体目標」（参考資

料１）に係る地域別では、知床地域で 29 つがい、根釧地域で 24 つがい、大

雪山系地域で 14 つがい、日高山系地域で 9 つがい。 

（同一のつがいであると確認された根釧地域で 1 つがい減少、知床地域で１

つがい増加。） 

 

・振興局単位では、釧路総合振興局 15 つがい、根室振興局 27 つがい、オホ

ーツク振興局 13 つがい、十勝総合振興局 13 つがい、日高振興局 6 つがい、

上川総合振興局 2 つがい。 

・今年度は、上記標識調査に係る生息状況調査に加え、5 年に一度のとりまと

めとして、標識実績の無いつがいについても専門家等への聞き取り調査を実

施。 

・標識実績の無いつがいについて、24 つがいが確認されたことから、現在シ

マフクロウは北海道全土で 100 つがい（地域個体群別の内訳は、知床 38，

根釧 33、大雪山系 16，日高山系 13））。 

KITAHA06
タイプライターテキスト
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２ 給餌事業（参考資料２、３） 

・道内 7 ヶ所においてヤマメ・ニジマス等、計 2,540 kg を給餌（見込み）（昨

年度は 2,470 kg）。 

 ※環境省以外が実施する保護増殖事業に基づく給餌も合わせると、10 ヶ所、

計 3,550 kg（昨年度は 3,760 kg）（参考資料２、３）。 

・高病原性鳥インフルエンザの感染を防ぐためにも、他種による被食を防ぐ

ための対策等を引き続き実施。 

・給餌等に係る打合せを実施し、各給餌場における今年度の給餌実施状況を

関係者で共有するとともに、今後も引き続き、周辺の餌環境や繁殖状況（繁

殖の有無、ヒナの数）をモニタリングしながら給餌量を調整していくことを

確認。 

 

３ 巣箱設置等 

・令和４年 10 月 20 日～12 月 2 日の期間に、巣箱設置等作業を実施。 

・新規設置を 8 ヶ所、架け替えを 3 ヶ所で実施し、その他に撤去 6 ヶ所を含

むメンテナンス作業を 30 ヶ所で実施。 

・現在の巣箱設置数は計 185 個（関係機関・団体のものも含む、うち 76 個は

過去に繁殖実績有り）。 

・振興局単位では、釧路総合振興局 42、根室振興局 67、オホーツク振興局

23、十勝総合振興局 27、日高振興局 17、上川総合振興局 9。  

巣箱及び天然営巣木の状況は以下のとおり（林野庁、関係機関・団体のもの

も含む）。 

 185 76 109 216 410 124 32 22
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４ 標識調査等（参考資料４） 

・令和４年 5 月 18 日～6 月 17 日の期間で標識調査を実施し、過去最高とな

る 41 羽のヒナに足環標識を装着。標識地点数も 29 となり、過去最高（昨年

度は 37 羽、28 地点。昨年度に続いて過去最高を更新。）。 

・特に、これまで繁殖確認の少なかった十勝総合振興局と日高振興局の管内

で、初めてヒナが確認された地点や長期にわたり繁殖が途絶えていた地点を

含め、合計 19 羽が標識されたことから、大雪山系及び日高山系における生

息数の回復が期待される。 

・血液を用いた遺伝子分析による雌雄判定結果は、オス 17 羽、メス 19 羽 

 （標識のみ実施が 5 羽）。 
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５ 傷病個体の収容（参考資料５） 

・令和５年２月末時点で、死体４羽、生体１羽の計 5 羽を収容。 

・収容要因の内訳は、交通事故２例、栄養不良１例、その他１例、不明２例。 

 

 

 

６ 釧路湿原野生生物保護センターにおける治療・リハビリ等 

・2019 年に収容されたオス亜成鳥１羽を 2021 年 10 月 15 日に大ケージに放

鳥、また、2022 年に収容されたメス亜成鳥１羽（前項 No.４）を 2022 年 11

月 17 日に中ケージに放鳥。 

・現在、上記 2 羽の採餌訓練や飛行訓練などのリハビリを実施中。 

 

７ 放鳥 

・今年度は放鳥の実施は無し。 

 ・リハビリ中の個体の放鳥に向けて検討を行い、 

① 保護個体をファウンダーとして域外保全に供するか 

② 放鳥適地の精査と個体のさらなるリハビリの必要性 

③ スケジューリングと全体のコンセンサス 

  等の課題について次年度具体の検討・調整を行う。 

 

 

 

No
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８ 普及啓発等（参考資料６～８） 

・生息地における標識調査、巣箱架け及び生息環境整備事業への取材対応等

を実施（参考資料６）。 

・昨年実施した普及啓発ワーキンググループで取り上げた議題のうち、環境

省ウェブサイトにおける普及啓発ページの素案について、普及啓発サブワー

キンググループで議論（参考資料７）。 

・令和 4 年度シマフクロウ域内･域外意見交換会を開催し、昨年度をふりかえ

り具体的な普及･啓発活動や遺伝的多様性について議論（参考資料８）。 

 動物園における、展示パネル、解説員、SNS 等を使った広範な市民へのシ

マフクロウの抱える諸問題や保護についての普及啓発について、環境省も協

力していくことを確認。 

 

９ 根釧地域におけるシマフクロウ等生息環境整備の推進 （資料１-２） 

・「シマフクロウの生息地拡大に向けた環境整備計画に係る全体目標」（参考

資料１）を踏まえ、平成 28 年から根釧地域におけるシマフクロウ等生息環

境整備についての調査や調整を実施してきた。今年度は、昨年に引き続き餌

環境の改善を目標とした魚道改良を行うとともに、今後の環境整備の進め方

について有識者に助言をいただくため、アドバイザリー会議を開催（シマフ

クロウ、タンチョウ、オジロワシ、オオワシ４種合同の事業として実施）。 

 

10 令和４年度 GPS 装着・追跡業務 

・一昨年日高振興局管内で生まれた個体に対して、昨年 12 月に GPS ロガー

を装着し、現在も継続して追跡調査を実施。本年度中（3 月）に、もう 1 羽

へ GPS ロガーを装着し、追跡調査を行う予定。 



令和４年度の根釧地域における生息環境整備事業について 

環境省北海道地方環境事務所 

釧路自然環境事務所 

 

１ これまでの取組 

「シマフクロウの生息地拡大に向けた環境整備計画に係る全体目標」（参考資料１）を踏

まえ、根釧地域における生息地の連続性の確保に向けて、シマフクロウ等の生息環境整備

事業を実施。平成 29 年度より、河川を中心とした環境情報の収集・調査を行い、平行して

地域関係者との意見交換、一般市民向けの講演会、関係者との調整などを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和２年度には、標津川流域における河川工作物や魚類資源量についての調査を実施し

て必要な環境改善手法を検討。その結果、複数の落差工によりシマフクロウの重要な餌と

なるエゾハナカジカを始めとした底生魚類の遡上が妨げられている河川を確認。 

当該河川を対象に環境整備を実施することとし、令和３年度には、標津川支流の最下流

に設置されていた落差工に付属する魚道の改良を行うとともに河川内における生息環境

創出を実施。 

 
シマフクロウの重要な餌となるエゾハナカジカ 
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２ 令和４年度生息環境整備の取組 

 令和４年度は、過年度に実施した底生魚類の資源量改善のための取組を引き続き実施

することとし、遡上環境を改善するために昨年度に整備を行った落差工の上流２ヶ所に

手作り魚道を設置。現地での作業に当たっては、自然保護団体などを介して広く一般市

民の参加を募り、当日は近辺の子供たちを対象に、現地に生息する魚を観察するための

観察会も開催。 

 また、近辺のシマフクロウ生息状況を確認するため、昨年度に引き続き IC レコーダー

を用いた調査を実施。 

 

１） 標津川流域における魚類資源改善のための取組 

河川管理者や地元漁協、地方自治体等と必要な協議を行った上で、関係者や一般市民に

よる手作業で手作り魚道を設置。 

作業実施日：令和４年 11 月 23 日 

実 施 場 所：標津川支流のＡ、Ｂの２地点 

作業参加者：合計 38 名 

      一般市民 21 名（中標津町、標茶町、根室市、札幌市、苫小牧市、釧路市）、

関係機関・関係者 10 名、環境省７名 

報 道 取 材：ＮＨＫ 

 

作業風景 

（Ａ地点） 

  
集合して打合せ 実施場所Ａ地点（赤丸：作業対象） 

  
堰きとめと排水の様子 アンカーボルト設置 



  
手作り魚道に石を運び込む 完成 

 

（Ｂ地点） 

  
実施場所Ｂ地点（赤丸：作業対象） 堰きとめ作業 

  
資材の搬入 アンカーボルト設置 

  
魚道組立と石の投入 完成 

 



 

２） 魚道整備についての解説及び魚の観察会 

魚道整備活動と並行し、地元の市民や小学生を対象に、魚道整備の取組の解説及びシ

マフクロウの餌資源となる魚の観察会を開催。 

  
観察会の様子 

 

 

３） ＩＣレコーダーによるシマフクロウ生息調査 

標津川水系の支流３地点を選び、IC レコーダーを設置して鳴き声を記録し、シマフクロ

ウの生息調査を実施。 

 
設置された IC レコーダー 

 

  



３ シマフクロウ生息環境整備アドバイザリー会議の開催 

 専門家を構成員とするアドバイザリー会議を開催し、根釧地域におけるシマフクロウ

等の生息環境整備に関する各主体の取組を共有するとともに、同地域における今後の取

組の方向性について技術的な助言を受けた。 

 

 

令和４年度シマフクロウ生息環境整備アドバイザリー会議 

 

１．開催日及び開催場所 

令和４年 12 月 19 日(月) 

中標津経済センター(なかまっぷ) 多目的ホール 

 

２．議題 

（１）釧路自然環境事務所の取組状況等の報告 

（２）関係者・研究機関からの取組紹介 

（３）今後の取組への専門家の助言 

（４）その他 

 

３．出席者（50 音順、敬称略） 

（専門家）  

市村 政樹 標津サーモン科学館 館長 

岩瀬 晴夫 (株)北海道技術コンサルタント システムデザイン室アドバイザー 

  技師長 

卜部 浩一 北海道立総合研究機構水産研究本部 さけます・内水面水産試験場 

  さけます資源部さけます管理グループ 研究主幹 

竹中 健 シマフクロウ環境研究会 代表 

中村 太士 北海道大学大学院農学研究院 教授 

山本 純郎 NPO 法人北海道シマフクロウの会 

 

（オブザーバー） （順不同）※web 出席 

北海道森林管理局※ 

根釧東部森林管理署 

北海道 環境生活部自然環境局自然環境課※ 

北海道 釧路総合振興局釧路建設管理部※ 

北海道 釧路総合振興局釧路建設管理部中標津出張所※ 

中標津町 教育委員会※ 

 



（事務局）  

環境省釧路自然環境事務所 

NPO 法人 EnVision 環境保全事務所 

 

４．実施すべきとの助言を受けた主な項目 

・根室周辺における環境調査 

・標津川流域における自然環境整備について、効果確認のための調査 

・標津川流域における自然環境整備の複数河川での展開 

・サクラマスを含めた流域の魚類資源について、資源量の調査と増加に向けた検討 
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令和５年度シマフクロウ保護増殖事業実施計画（案） 

環境省北海道地方環境事務所 

釧路自然環境事務所 

 

１ 継続事業 

（１）巣箱設置等 

・新規設置、メンテナンスに対応。 

・テン等捕食者への対策が必要な箇所については、天然木も含めアタッチメント・鉄

板を適宜設置。 

・利用されない巣箱の撤去など、全体目標を踏まえて、引き続き効率的な巣箱運用を

目指す。 

（２）給餌 

・道内７箇所においてヤマメ・ニジマス等計 2,440kg 程度を給餌（食害対策効果を見

込んで令和４年度比 100kg 減量）。 

・今シーズンの繁殖状況に応じて、適宜各給餌場での給餌量調整を実施。 

・各給餌場における必要な調査や事故対策を引き続き実施。 

（３） 標識調査等 

・モニタリング事業として調査を継続。 

・調査実施前の打合せを実施し、関係者から提供された繁殖状況情報などをもとに

可能な限りの標識調査の効率化に努める。 

・域外保全関係者に同行してもらい、普及啓発の取組に役立ててもらう。 

（４）傷病個体の収容 

・傷病個体を収容し、収容原因を解明するとともに、人為的な要因に対しては、必要

に応じて事故原因の除去について事業者に協力を求める。 

（５）釧路湿原野生生物保護センターにおける治療・リハビリ等 

・新規収容個体については、治療、リハビリの上、野生復帰させることを基本とし、

放鳥不可の場合には動物園への移管等を検討。 

・現在リハビリ中の２羽については、引き続き採餌訓練や飛行訓練などのリハビリ

を実施。 

（６）放鳥に向けた取組 

・釧路湿原野生生物保護センターでリハビリ中の野生保護個体 2 羽のうち 1 羽につ

いて、放鳥の是非も含め域内･域外関係者らとの合意形成を図る。並行して、個体の

筋力向上、新規生息場所の選定のための協議など所要の準備も進める。 

Administrator
テキストボックス
資料1-3



 

2 

 

（７）普及啓発等 

・釧路湿原野生生物保護センターの展示、生息地における取材対応等を通じた普及

啓発を実施。 

・普及啓発 WG を開催して、引き続き普及啓発の促進に努める。 

 

２ 新規及び重点的な取組 

（１） 生息地拡大状況把握のための調査 

・道北地方においてはこれまでほとんど生息が確認されていなかったが、過去の調

査では良好な生息環境があることが判明。令和５年度は、当該地域における追加調

査を行い、生息環境が繁殖可能なレベルにあるのかを確認。 

・令和４年度に引き続き、北海道地方環境事務所管内で分散する若鳥に GPS 発信機

を装着し、分散時期・分散経路等の調査を実施してデータを蓄積し、今後の生息地

拡大に向けた取り組みにフィードバックしていく。 

（２）根釧地域におけるシマフクロウ等生息環境整備の推進 

・過年度の魚道改良等の効果について検証するため、標津川流域での魚類資源量調

査を実施。 

・標津川流域で IC レコーダー等によるシマフクロウの生息状況調査を実施。 

・根室地域におけるシマフクロウの生息環境を再確認するため、環境調査等を実施。 
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令和 4年度シマフクロウ傷病収容状況 

 

１ 令和 4年度シマフクロウ傷病収容状況（2023/3/1現在） 

 

 

２ 現在までの収容状況について 

傷病収容状況及びその原因別内訳 

 
  

No 収容日 振興局 生/死 幼/成 性別 収容要因

1 2022/5/24 根室 死体 不明 不明 不明

2 2022/6/10 十勝 死体 ヒナ 不明 その他

3 2022/7/6 釧路 死体 ヒナ 不明 栄養不良

4 2022/8/20 根室 負傷 亜成鳥 メス 交通事故

5 2023/1/9 根室 死体 亜成鳥 オス 交通事故

（件） （羽）

年度 交通事故 列車事故 感電事故 羅網 溺死 捕食・襲撃 標識時収容 その他 不明 死体 生体 収容個体数

1994 1 2 2 2 3 5

1995 1 2 2 3 2 5

1996 2 1 1 2 3

1997 2 1 1 1 2 1 4 4 8

1998 2 2 1 3 4

1999 1 1 1 1 1 4 1 5

2000 1 1 1 3 3

2001 3 1 2 5 1 6

2002 1 3 1 1 3 3 6

2003 1 1 2 2

2004 1 1 1 1 1 4 9 9

2005 2 1 1 1 2 3 5

2006 1 2 1 4 4

2007 2 2 2 1 3 4 7

2008 1 1 1 1 2 5 1 6

2009 2 1 1 3 1 4

2010 3 2 2 1 4 4 8

2011 1 2 1 1 3 2 5 5 10

2012 1 2 1 2 6 6

2013 1 1 2 2 1 2 6 3 9

2014 1 1 1 1 3 1 4

2015 3 1 2 5 1 6

2016 1 1 1 2 5 5

2017 1 1 1

2018 3 1 1 3 5 2 7

2019 3 1 1 2 2 1 8 2 10

2020 1 2 1 1 1 2 1 8 1 9

2021 2 1 2 5 0 5

2022 2 2 1 4 1 5

計 39 4 13 17 10 18 23 19 25 116 51 167

※１　表中のデータはシマフクロウ保護増殖事業計画が策定された翌年の平成６年度からとした。

※2　各原因別の収容件数の合計が収容個体数を上回る年があるが、これは複数の原因が考えられる収容個体があるため。

　　　　平成30年度：溺死とその他が１羽

※3　「標識時収容」は、標識調査時に生育に異常が見られた個体又は死体を収容したもの。ただし、キツネ等他の動物に襲われたと考えられるものは捕食・襲撃に分類した。

※4　「その他」としては、栄養不良、トラバサミ、電柱の金具に引っかかる、集合煙突内に侵入、他のシマフクロウによる襲撃、感染症疑い、内科疾患などがある。
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原因別収容件数の推移 

 

 

 

 

これまでの収容件数に占める各収容原因の割合 

 

 

0

2

4

6

8

10

12 不明

その他

調査時収容

捕食・襲撃

溺死

羅網

感電事故

列車事故

交通事故

収容個体数
(年度）

（件数）

交通事故
23.2%

列車事故
2.4%

感電事故
7.7%

羅網
10.1%

溺死
6.0%

捕食・襲撃
10.7%

調査時収容
13.7%

その他
11.3%

不明
14.9%

1994-2022(全期間)

ｎ＝167

交通事故
29.7%

列車事故
10.8%

感電事故
5.4%

羅網
8.1%

溺死
5.4%

捕食・襲撃
5.4%

調査時収容
8.1%

その他
16.2%

不明
10.8%

2018-2022(直近5年間)

ｎ＝36
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新環境省リング（案）及びバンダー資格について

A8
A8

A8
A8

A8
A8

A8
A8 JA

P
A

N

K
A

N
K

Y
O

S
H

O

L

新環境省リングデザイン案 実物大（2.5cm × 7.85cm）

現行カラーリング 環境省リングとカラーリング

（１）新環境省リングについて
現在、標識調査に当たっては、環境省リング（合金製）と目視識別のためのカ

ラーリング（ジュラルミン製）との２つのリングを装着している。昨年度の検討
会では、羅網の危険性や個体への負担軽減及び作業量削減を目的に環境省リング
を省略してカラーリングだけにしてはどうかという提案を受けた。今年度、山階
鳥類研究所とも相談した結果を踏まえて検討した結果、以下のような方針とした
い。

・次回のカラーリング発注分から、カラーリングにKANKYOSHO JAPANと書
き加えて環境省リングとして扱い、従来の合金製環境省リングを廃止する
（環境省リングとカラーリングとを統合する）。

・ただし、現行のカラーリングを装着する際には、今までどおり環境省リングを
併せて装着する。

（２）バンダー資格について
・昨年検討会では標識時のバンダー資格についても要望があったことから、山階

鳥類研究所とも相談した結果、以下のような方針としたい。

・環境省の保護増殖事業の一環としてのバンディングにあっては、バンダー資格
を持たない調査員でもバンダー監督の下でリングの装着を行えることとする。

・リングの装着を行う可能性のある調査員の、捕獲許可の要否については確認の
上整理する。

・上記のとおり、環境省リングの装着にはバンダー資格を持つ者の同行を必要と
するが、例外として、環境省が別途事前に了承した場合には、バンダー資格
のない調査員単独でのリング装着も認める。

環境省北海道地方環境事務所
釧路自然環境事務所
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